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2022～2023年度国際ロータリーのテーマ 「イマジン ロータリー」
IMAGINE　ROTARY

第 3293 例会（30号）　2023 年３月 16 日（木）晴

公益財団法人　磐城済世会副理事長

� 松　村　耕　平�会員
　新入会員卓話ということで、簡単な自己紹介から参りたい
と思います。生まれは 1982 年６月８日、今年で 41歳を迎え

ます。今まで遊び呆けていた分恥ずかしながら未だ独身でありまして、そろ
そろ何とかせねばと思っております。最近は父もだんだん顔が笑っておりませ
んで、非常に怖いと感じております。もし先輩方のご縁でなにか良いお話で
もあれば、是非とも、なにとぞよろしくお願い申し上げたいと思います。
　生まれは東京の練馬区で３歳から埼玉県の入間市に移り、大学に入学する
まで埼玉で育ちました。大学は栃木県にある国際医療福祉大学という大学で、
皆さまの耳にはあまり覚えがないと思います。一般的にはあまり知られていな
いと思いますので、どのような大学かと言いますと、医師から看護師、薬剤
師、リハビリ技師、介護、福祉関連分野から医事業務に病院の経営と、医療
のことであるならばすべてを学ぶことができる、あらゆる医療系の資格をとる
ことが可能な医療関係に特化した大学です。とくに病院の経営という分野に
おいては日本で唯一アカデミックに学ぶことができる大学であると思います。
近年では 2017 年に 1979 年以来 38年ぶりの医学部新設を成し遂げた大学とし
て我々医療関係者では話題をさらった大学で、このニュースは一般的にも大々
的に放送されましたので、もしかするとお耳にしたこともあるかもしれません。
この国際医療福祉大学は栃木県の大田原市というところにあるのですが、今
思えば非常に住みよい大学生活でした。まずロケーションが良く、大田原市
は栃木県の北部にあり、那須の南に隣接しているといえばどのあたりかという
のは大体想像つくのではないかと思います。つまり那須のすぐ近くで、車で
30分で那須に遊びに行けるというのは大きな楽しみでした。オフシーズンの
平日となれば那須といえども特に混雑しているということはなく、自然やアウ
トドア、ウィンタースポーツなど 4年間じっくり那須を堪能させていただきま
した。あと大田原市は官民を挙げて福祉大生、国際医療福祉大学の学生のこ
とを一般的に福祉大生と呼ぶのですが、この福祉大生を大事にしてくれまし
た。というのも国際医療福祉大学は大田原キャンパスだけでも全学年、全学
部を合わせれば 7,000 人の学生数がおります。大田原市の人口が７万 3,000 人
ということなので、実に１割に相当する人数が１つの大学で賄われているので
す。それも20代という若い世代がです。そうすると福祉大生を顧客や労働力
としていかに取り込むかというのが大きなポイントとなってきます。その結果、
町中で福祉大生の獲得競争が始まります。飲食店のいたるところで福祉大生
専用のポイントカードが作られたり、美容室では 20％引きされる福祉大生専
用メンバーズカードが用意されていたり、家電店では、毎年 2,000 人弱の新入
生をターゲットにした新生活応援キャンペーンとして福祉大生専用の特別割
引セットを用意されていたり、私の行きつけのガソリンスタンドは福祉大の学
生証を見せるとリッター10円引きという特典でした。まさに福祉大生に対し
て至れり尽くせりの生活環境でした。その分地域にお金は落ちましたし、そ
の消費を支える労働力としても福祉大生は貢献しました。経済効果、地域の
活性化という点で国際医療福祉大学は大成功を収めた例といえると思います。
平には大学も短大もあります。平も今後の活性化という課題をかかえている
のを考えてもなにかと参考になる点もあるのではないかと思います。
　栃木県で４年間を過ごした後、国際医療福祉大学の大学院に進学しました。
国際医療福祉大学は日本中というと大げさですが、東京や福岡、熱海などい
くつかキャンパスをもっています。本校は栃木県大田原市なのでそこにも大

学院のキャンパスはありましたが、大学院の主力となっていたのは東京の青
山キャンパスでした。青山キャンパスの特徴は社会人を主な対象としている
点で、同世代のいわゆる学生のような方は留学生を除いてほとんどおりませ
んでした。大体が○○病院の事務長であったり、もしくは院長や理事長といっ
た実際の経営者の方が多く、他には厚労省の若手官僚、あとは銀行員の病院
の担当者で、医療のことを学びたいといった方が多かったと思います。国際
医療福祉大学の大学院は現在でも唯一病院経営の分野での博士課程の学位を
とれる大学院だと思います。私も無事医療経営学の博士号をとることが出来
まして、その後いわき市に移り住むことになりました。
　住居をいわき市に移し、病院で実際に仕事をするということになりました。
どのような仕事をするのかということは特に聞いてはおりませんでしたが、ま
あ経営部門である管理部のどこかで仕事をすることになるのだろうと思って
おりましたところ、理事長より命ぜられたのは看護本部長という役職でした。
大学から通じて10年以上病院について学んできましたが、看護に関しては全
くの未知の分野。その総元締めをやれとのことで、非常に不安ではありまし
たが、実際の看護をするわけではなく、管理者をやれということなので、やっ
てやれないことはないだろうと引き受けることになりました。実際にやってみ
ると非専門職が専門職を束ねるのはなかなか大変で、「あなたに看護のなにが
わかるんだ」と何回言われたかわかりません。また、「要求するならばそれに
見合った対価を払え」とこちらとしても耳が痛い意見もありました。全体的に
は何をどの程度要求してよいかというさじ加減が非常に難しかったというの
が印象です。ただ難しかったですがやってよかったとつくづく思います。看
護部というのは病院で最も人数を抱える部署で、我々の法人でも650 人いる
職員のうち350 人が看護師です。実際に病院を動かすのは看護師で、いくら
経営者がお題目を立てようとも、実際に看護部が動かなければ病院はなんに
も動きません。その看護部の中軸なる職員と顔を合わせて仕事ができたのは、
今後の活動に大きなメリットになる、というかなくてはならないものになると
思っております。
　今年度の初めより後任に看護本部長を譲りました。後任はたたき上げの看
護師で、看護についてよく分かっていて、これから何が必要で何をしなけれ
ばならないかを熟知しております。わたしが引っ掻き回した看護部もこれで落
ち着くのではないでしょうか。
　今年で我々の病院は140 年を迎えます。少し歴史的なことをお話ししよう
と思いますが、時代は江戸時代に遡ります。当時の医療というのは漢方を主
とする東洋医学が日本の医療のスタンダードでした。江戸時代の後期になる
とそこにシーボルトが蘭学という形で西洋医学を持ち込みました。その後明
治維新が起こり、明治新政府が発足すると、日本は鎖国をしていて西欧列強
に遅れをとっており、それに追いつけ追い越せと富国強兵政策をとることにな
ります。その富国強兵政策の根幹にあったのが医療でした。それは国民が健
康でなければ働けない戦えない。国民の健康水準を引き上げることが新政府
にとっても大きな課題であったのです。そこでまず各地に病院と医学校を設
立します。このいわき平の地にも平藩医学校兼仮病院という今で言う医学部
とその付属病院を建設しました。当時の松村家は代々藩医という藩お抱えの
医師を生業としておりました。当代、今から３代前の松村高知はこれからの
医療は西洋医学であると見抜き、この平藩医学校兼仮病院で西洋医学を学び
ました。その後明治４年に廃藩置県が実施され、藩から県へと変わりました。
今でこそ福島県は１つの大きな県ですが、当時は海沿いを磐城の磐に前と書
いて磐前県、真ん中を福島県、会津が若松県となっており、これが今で言う
浜通り、中通り、会津の由来となっております。明治新政府は県を整備すると
それぞれの県に病院を建立します。海沿いの磐前県は平藩医学校兼仮病院を
改修して県立磐前県病院となり、そこで西洋医学を学んでいた高知もその病



会報・広報委員会会報・広報委員会 安田信二　関口武司　八幡恭朗

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　円谷真路　　岡田健太郎　　松村耕平　　川瀬直史

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

♥八幡恭朗さん（１月の母の葬儀に際しましては、多数の御弔問、香典
等誠にありがとうございました。又、私の入院に際しまして、会より御
見舞を頂戴しまして、ありがとうございます。体調をみながら出席させ
ていただきます）♥松﨑倫久さん（誕生祝、結婚祝有難うございました）
♥泉洋平さん（結婚祝ありがとうございます。今年で結婚17年になりま
す）♥高萩阿都志さん（誕生祝ありがとうございます）♥川松裕之さん（本
日よりいわき平ロータリークラブの一員になります。宜しくお願いいた
します）♥飯野光世さん（松村耕平会員の卓話楽しみにしてます）♥有
賀行秀さん（松村耕平さん卓話よろしくお願いします）♥渡邊有さん（松
村さん卓話楽しみにしています）♥松﨑智弘さん（コンペ御参加ありが
とうございます）♥阿部弘行さん（八幡さん、おかえり～。気をつけてね）
♥鈴木東雄さん（卓話よろしく）♥関口武司さん（松村さん卓話よろし
くお願いします）♥越智正典さん（松村先生、卓話よろしくお願いします）
♥小野寺順正さん（松村さん卓話よろしくお願い致します）� 以上14名　新型コロナに対する国の指針が変わりまして、マ

スクの着用は個人に委ねられました。ロータリーク
ラブの例会も本日より、マスクの着用は本人に委ね
たいと思います。３月、４月は人の往き来も激しい
時期です。ロータリークラブ会員も企業交代があり
ますが、新しい会員にはクラブを盛り上げて欲しい
と思います。

⃝�ハイライトよねやまが届きました。
⃝�いわき内郷ＲＣ、いわき桜ＲＣより会報が届きまし
た。

◆出席委員会（今成俊克委員長）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

３月 16 日 52 名 29 名 ―

◆ロータリー財団委員会（代理・関口武司会員）
　渡邊有さん、八幡恭朗さん、関口武司さん。� 以上３件

◆米山記念奨学会委員会（八幡恭朗委員長）
　渡邊有さん、八幡恭朗さん、関口武司さん、阿部弘行さん、岡田健太
郎さん。� 以上５件

◆雑誌委員会（松村耕三副委員長）
　「ロータリーの友　みどころ　読みどころ」
　陸前高田の東日本大震災復興についての記事を読み、震災復興につい
て考えながら、ロータリー活動をしていく必要性も感じました。

ハッピーバースデーソング斉唱

〔点鐘・ロータリーソング（我らの生業）・４つのテスト
（松﨑智弘会員）〕

松﨑智弘会員

高萩阿都志さん
（３月４日）

★ 誕生祝

★本日の例会案内　３月23日（木）12：30 ～
　いわき分区ガバナー補佐来訪
　　お食事メニュー＝サーモンソテー デュグレレソース

★次回の例会案内　３月30日（木）12：30 ～
　新入会員卓話
　　関彰商事いわき支店副支店長　川瀬直史会員
　　お食事メニュー＝豚ロースの南蛮焼き

◆新入会員入会式
水戸証券いわき支店長　川松　裕之 会員

　４月１日付けで水戸証券いわき支店長に就任する川松裕之氏の入会式
が行われ、野沢達也会長からバッジなどが送られました。川松氏は「本
日よりロータリークラブの一員になり
ます。よろしくお願い致します。埼玉
県と群馬県のロータリークラブにも
入っていました。皆様と知り合いにな
れることは大きな財産になります」と
抱負を語りました。

院で勤務することになりました。これが明治５年のことです。しかし、この県
立磐前県病院は財政難のため、10年で廃止されてしまうのです。それが明治
15年のことです。浜通り唯一の病院であった磐前県病院がなくなってはこの
地に医療がなくなってしまうと私財をもって私立長春館病院を設立した。これ
が我々の始まりで明治 16 年 1883 年のことです。そしてこの 140 年の間には
数々の苦難がありました。まずこの長春館病院は火事で焼失してしまいます。
当時平の町で火災があり、それに巻き込まれた形になります。翌年には松村
病院として再建しますが、今度は太平洋戦争時に空襲にあい、再び焼失して
しまいました。通常地方というのは攻撃価値が大きくなく、疎開先にもなるよ
うに比較的安全であったのですが、いわきには常磐炭田があり、これは首都
圏に最も近い大型炭田でありまして、日本にとって重要なエネルギー源であっ
たと同時にアメリカにとっても重要な攻撃目標になりました。そのようなこと
からいわきは地方としては異例の３度にわたる大規模空襲を受けており、これ
は平空襲とよばれております。焼失後再び病院として再建されますが、何度

も焼失を繰り返し、その都度再建を果たせたのは、ひとえに地域からの多大
な支援があってこそでした。1883 年、明治 16年から現在に至るまで我々が医
療を続けてこられたのは我々が地域にとって必要な病院であり続けた。その
結果、地域が病院が存続することを認めてくれたためとそう思っております。
提供するべき医療は時代とともに刻々と変化しております。しかし、この地域
に、平の地に必要な医療を提供する。これは私より何代も前から受け継がれ
てきたことであり、そしてこれからも引き継いで行かなければならないことで
あると思います。これまでの140 年。そしてこれからの10年、20年と地域に
必要な病院であり続けることができるよう精進を重ねて参る所存であります。
　最後に先月２月半ばよりゴルフを始めました。荒川ゴルフクラブに通ってお
り女子プロの谷プロに週に１回レッスンを受けております。来年の今頃にはラ
ウンドに立てればよいと思っております。一緒にラウンドをするようになれれ
ば、その時には一つかわいがっていただけるとよいと思います。皆さまどうぞ
よろしくお願いいたします。

野沢会長からバッジなどを受ける
川松氏（左）


